
 

 

 

第９回 阿武山古墳 

      ―中臣鎌足の出自をめぐってー 

  講 師：高槻市文化財アドバイザー 森田克彦先生 

日 時：６月１３日(金) 10:00 ～ 12:10 

  教 室：高槻センター街ビル 

はじめに ―鎌足素描― 

  飛鳥時代の政治家 

   父中臣御食子は国家行事の神事祭祀。中臣鎌子が仕事

をするようになり鎌足と称する。645 年中大兄皇子らと

蘇我蝦夷・入鹿父子を滅ぼす。中大兄皇子の側近として

大化改新を進める。 

   647 年 大錦冠 

649 年 大紫冠 

665 年 大職冠(唯一無二)と藤原姓を賜る。死亡。 

１．摂津三島と中臣(藤原)氏 

  ① 644 年 三島の別宅に移る鎌足 

  ② 中臣氏の関連する春日社、寺院など多数 

  ③ 摂津国に中臣太田連、中臣安威連 

  ④ 摂津国嶋上郡に不比等、房前、清河ら藤原北家の領地多く存在 

２．史料に見る鎌足墓(山階精舎か、多武岑か、阿威山か) 

    五摂家の権力闘争で諸説あり。 

山階精舎説：「藤原家伝(上)大織冠伝」など、仲麻呂(南家)が主導を狙ったもの。 

   多武岑説 ：本居宣長「古事記伝」など 

阿威山説 ：『多武峰略記』「荷西伝記」突如暴露される。 

３．異彩を放つ阿武山古墳＝鎌足墓説の再検証 

昭和 9 年阿武山で未盗掘古墳発見 

擂鉢状竪穴に互葺の一次墳丘を構築し上部を土で覆い表面は一体となり墳墓と判りにくい。 

墓室は横口式石槨、地下式墓、夾紵棺のなかにミイラ化した遺骸、玉枕、金糸 

遺骸に胸椎の圧迫骨折、肋骨に骨折治癒の痕跡あり。 

生前造墓の寿墓と思われる。   

 

 

 

 

 

 

 

 

１３期 北摂の歴史ロマンを愉しむ（6 月②） 

愉しむ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 胸部骨折癒着痕 

 

４．畿内地域に類例のない地下式墓の形状の由来を考える 

擂鉢状の墓底部に横口式石槨 

古代の氷室を思わせる 

５．闘鶏氷室伝承と摂津三島 

  「日本書紀」に「闘鶏氷室伝承」があり。 

６．古代の氷室遺構と各地の氷室跡 

   氷室遺構は福岡、奈良に存在する。 

現存遺構氷室跡は奈良、京都に存在する。 

７．氷室施策の推進 

   飛鳥時代以降に氷室制が顕在化 

平安時代は 10 カ所の氷室記録 

現存する生産地氷室跡と消費地氷室跡の標高 

生産地氷室跡 松井(約 390m)、都祁(約 490m)、来栖野(約 380m) 

消費地氷室跡 春日野(147m) 

歴代王都と太宰府にかかる氷室の構築並びに進氷距離は 0 ～ 17 km   

８．摂津闘鶏氷室伝承の深層 

  堀川院百首聞書に仁徳天皇時、摂津国闘鶏野より献上の氷室が根源。 

摂津の闘鶏氷室は都祁に移設したとされる。 

阿武山古墳の墓坑は氷室の構造に由来している。 

９．九条兼実の鎌足墓探索の真相 

   藤原北家は清河の死で頓挫、不比等以来の鎌足墓の管理が断たれる。九条兼実は五摂家で九条

家優位を目論み鎌足墓の管理実態の創出。島下郡安威郷の古墳を鎌足墓に見立て、遺骨を多武

峰寺に改葬した。また、遺骨移送を確かなものにするため「多武峰略記」に叙述した。 

１０．不比等の思惑は「鎌足から不比等の血筋を正当とする「藤原氏」の創出」 

    鎌足臨終時の藤原賜姓も不比等の画策と思われる。 
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おわりに 

鎌足と不比等の政権運営は天皇家を補佐し天皇家の外戚となり、権力基盤を確たるものにし

た。本制度は五摂家で戦前まで続いた。明治皇后、大正皇后は五摂家の出身。 

藤原北家の嶋上郡での荘園経営の目的の一つは阿威山墓の管理だったが、清河の死で途絶え

た。その後兼実が主導権争いの中で九条家が阿威山墓の管理を一手に引き受けるとして島下郡阿威

山の一古墳を暴き、その遺骨を鎌足の遺骸と称して多武峰寺に改葬した。現地の古墳には鎌足廟を

創設し、九条家は毎年鎌足の命日に祭祀を行っている。 

鎌足墓設営とその後、不比等、北家筋の三島への拘わりと兼実後の九条家の鎌足廟祭祀への執

着は凄まじい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

安威山古墳での法要 

 

 

 

 

 

 

 

 

                  夾紵棺の漆と布の厚さ模様 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                           

（一口メモ） 

・阿武山古墳は、世紀の大発見だったことを初めて知りました。 

・自分の立場に有利なように誘導していった権力者の姿が目に浮かぶ。 

・各地に氷室の地名があることは認識していたが、天皇家との関係を初めて知りました。 

・森田先生の盛りだくさんの話に引き込まれ、あっという間の 2 時間でした。 



 

クラス活動 

日 時：６月１３日(金) 13:00 ～ 15:00 

  場 所：高槻センター街ビル 教室 
１.７月１１日の校外学習について行事担当者から説明 

午前 

行先：サントリー京都工場（雨天決行） 

内容：工場見学 ＆ ザ・プレミアムモルツおいしさ発見ツアー      

集合：サントリー京都工場の正門 (10:15) 

費用：1,000 円 

6/27 出欠確認、費用集金 

午後 

 班活動 

２.ふれあい交流祭について潮崎 CA から説明 

日日：11 月 18 日(火)  

場所：吹田メイシアター 

  運営委員会を設ける 

  内容：舞台・・・・・・歌、ダンスなど 

     作品展示・・・・絵画、写真など(出展者は 7/25 までに届け出) 

     活動報告・・・・ 

 

 

 

 

 

 

 

 

     潮崎 CA から説明              ふれあい交流祭の紹介       

３.クラス活動について 

  12/5 現地探訪後懇親会(忘年会) 

   3/13 午後のクラス活動は謝恩会 

４．班活動 

  各班打ち合わせ 

    1 班内容 

6/27 午後神足石仏群・勝竜寺公園・神足ふれあい町屋(旧石田家住宅) 

7/11 午後は恵解山古墳と中山修一記念館  

 

（一口メモ） 

・サントリー見学は楽しみだな。ふれあい交流祭についてはやる気を出さねば！ 

・ふれあい交流祭、クラス活動、班活動がより楽しく運営できるようサポートしていきたい。(CA）          

1 班広報 


